
最新値最新値最新値最新値 目標値目標値目標値目標値 達成度達成度達成度達成度 評価評価評価評価
指標指標指標指標のののの
ウエイトウエイトウエイトウエイト

1 b 94 100.0 94.0% b 1.00

2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

ｂｂｂｂ ｂｂｂｂ ｂｂｂｂ

２２２２　　　　市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価    *この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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どちらともどちらともどちらともどちらとも
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どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと
言言言言うとそううとそううとそううとそう
思思思思わないわないわないわない

そうそうそうそう思思思思わわわわ
ないないないない

有効回答有効回答有効回答有効回答
者数者数者数者数

評価評価評価評価

107 76 22 7

23.6% 16.7% 4.8% 1.5%

ａａａａ ａａａａａａａａ

‐ - ‐

‐ - ‐

28年度28年度28年度28年度

‐

設問設問設問設問 28年度28年度28年度28年度

京都は，「大学のまち」として学びの
環境が充実し，多様な伝統文化芸術等
に触れる機会に恵まれている。

a

‐

‐

‐

‐

242

53.3%

29年度29年度29年度29年度

a

‐

‐

4

‐

‐

大学コンソーシアム京都加盟校に占める単位互
換制度参加大学・短期大学の割合（％）

‐

‐

‐

b

‐

‐

30年度回答30年度回答30年度回答30年度回答

客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

1

94

‐

2

3

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと言言言言
うとそううとそううとそううとそう思思思思うううう
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‐ - ‐
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施策番号 1101110111011101

施策名 京都京都京都京都でででで学学学学びびびび，，，，住住住住みみみみ続続続続けたくなるけたくなるけたくなるけたくなる「「「「大学大学大学大学のまちのまちのまちのまち」」」」のののの実現実現実現実現

　世界中の学生が学びたくなる「大学のまち京都」を実現するため，大学施設の拡
充と市内への回帰を促すとともに，個性あふれる大学が集積している利点を生かし
て，「学びの環境」を充実する。

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2014-2018

担当局・部室

上位政策 11　大学

総合企画局・総合政策室

5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

29年度29年度29年度29年度

30年度評価30年度評価30年度評価30年度評価

前回値前回値前回値前回値

指標名指標名指標名指標名

‐

１１１１　　　　客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

施策施策施策施策のののの評価評価評価評価

‐



３３３３　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価（（（（客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価＋＋＋＋市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価））））

ｂ a

☑

☑

＜＜＜＜このこのこのこの施策施策施策施策をををを構成構成構成構成するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業＞＞＞＞

10,032 10,032

6,029 6,029

8,595 5,595

5,642 5,642

191,038 192,278

0 12,017

9,127 399

44,947 0

226,178 49,737

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性＞＞＞＞

総合企画局

総合企画局

総合企画局

総合企画局

・社会人を対象とした生涯学習事業「京カレッジ」について，毎年好評いただいている京都力養成コース
「京都学講座」（大学コンソーシアム京都加盟大学学生の無料枠あり）をはじめとした京都ならではの科
目など，受講者に特色ある科目の提供を図り，個性あふれる大学が集積している利点を生かした「学びの
環境」の充実に取り組んでいく。

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

14

15

11

12

13

29
年
度

A

（（（（重重重重みみみみ付付付付けのけのけのけの理由理由理由理由））））

学生や市民が京都で学び住み続けたくなることを目指す施策であるため，市民の実感を重視する。

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

28
年
度

A

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

重み付け
AAAA

施策施策施策施策のののの目的目的目的目的がががが十分十分十分十分にににに達成達成達成達成されているされているされているされている

☑　市民の実感□　客観指標

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性のののの検討検討検討検討

事業名

事業費の状況（千円） 30年度事務事業
評価結果における
目標達成度評価

担当局

総合企画局

29年度
決算額

30年度
予算額

1 大学施設整備支援誘導事業 良い

2 大学コンソーシアム京都との協働による大学政策の推進 良い

3 京都企業と連携した次代の京都を担う人財（担い手）の育成事業 普通

総合企画局

10

行財政局

総合企画局

総合企画局

4 「大学のまち京都・学生のまち京都」のプロモーション かなり良い

5 大学のまち交流センター（キャンパスプラザ京都） －

6 次期「大学のまち京都・学生のまち京都推進計画」の策定 －

7 大学の知を活かした多角的な市政研究事業 －

8 京都市大学のまち交流センター施設改修（防災設備） －

9 京都市立芸術大学の移転整備の推進と西京区・洛西地域の活性化の取組 －



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 94.0%

数値 目標年次 達成度

数値 100% 32年度 94.0%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

28 29 30303030

b b bbbb

最新数値の目標値に対する達成度が
a：95%以上～100%
b：90%以上～95%未満
c：85%以上～90%未満
d：80%以上～85%未満
e：80%未満

・目標値から5％刻みでa～e評価

全国順位
中長期目標

増減なし 100

根拠

全ての大学コンソーシアム京都加盟校
が単位互換制度に参加

数値 根拠

全ての大学コンソーシアム京都加盟校
が単位互換制度に参加

備考

大学コンソーシアム京都加盟校に占める単位互換制度参加大学・短期大学の割合

「大学のまち京都」の活性化に向けた「学びの
環境」の充実状況を示す指標

出典：（公財）大学コンソーシアム京都，総合政策室調
べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

28年度 29年度

94 94

担当課 総合政策室 連絡先 ２２２２２２２２２２２２－－－－３１０３３１０３３１０３３１０３

施策名施策名施策名施策名 1101110111011101 京都京都京都京都でででで学学学学びびびび，，，，住住住住みみみみ続続続続けたくなるけたくなるけたくなるけたくなる「「「「大学大学大学大学のまちのまちのまちのまち」」」」のののの実現実現実現実現

指標名指標名指標名指標名 大学大学大学大学コンソーシアムコンソーシアムコンソーシアムコンソーシアム京都加盟校京都加盟校京都加盟校京都加盟校にににに占占占占めるめるめるめる単位互換制度参加大学単位互換制度参加大学単位互換制度参加大学単位互換制度参加大学・・・・短期大学短期大学短期大学短期大学のののの割合割合割合割合（％）（％）（％）（％）


